
令和２年度 （令和３年１２月厚生労働省年金局） 

Ⅰ．公的年金制度の概況 

（１）適用状況 

 ○公的年金被保険者数は、令和２年度末現在で 6,756 万人となっており、前年度末に比べて 6 万人

（0.1％）減少している。 

 ○国民年金の第１号被保険者数（任意加入被保険者を含む）は、令和２年度末現在で 1,449 万人とな

っており、前年度末に比べて４万人（0.3％）減少している。 

 ○厚生年金被保険者数（第１～４号）は、令和２年度末現在で 4,513 万人（うち第１号 4,047 万人、

第２～４号 466 万人）となっており、前年度末に比べて 25万人（0.6％）増加している。 

 ○ 国民年金の第３号被保険者数は、令和２年度末現在で 793万人となっており、前年度末に比べて 27 

万人（3.3％）減少している。 

  注． 厚生年金被保険者には、国民年金第２号被保険者のほか、65歳以上で老齢又は退職を支給事由

とする年金給付の受給権を有する被保険者が含まれている。 

図１ 公的年金被保険者数の推移（年度末現在） 

 

○公的年金被保険者数を男女別にみると、男子は 3,524万人となっており、前年度末に比べて 3万人 

（0.1％）減少している。また、女子は 3,231 万人となっており、前年度末に比べて 2 万人（0.1％）減

少している。 

表１ 男女別公的年金被保険者数 

 

注１．国民年金第１号被保険者には、任意加入被保険者を含む。 

２．厚生年金被保険者には、国民年金第２号被保険者のほか、65 歳以上で老齢又は退職を支給事由とする年金給付の受

給権を有する被保険者が含まれている。 

2020・2021 厚生年金保険・国民年金事業の概況 

 



令和３年度 （令和４年１２月厚生労働省年金局） 

Ⅰ．公的年金制度の概況 

（１）適用状況 

公的年金被保険者数は、令和３年度末現在で 6,729 万人となっており、前年度末に比べて 27 万人

（0.4％）減少している。 

国民年金の第１号被保険者数（任意加入被保険者を含む）は、令和３年度末現在で 1,431 万人となっ

ており、前年度末に比べて 18 万人（1.3％）減少している。 

厚生年金被保険者数（第１～４号）は、令和３年度末現在で 4,535 万人（うち第１号 4,065 万人、第

２～４号 471 万人）となっており、前年度末に比べて 22 万人（0.5％）増加している。 

国民年金の第３号被保険者数は、令和３年度末現在で 763 万人となっており、前年度末に比べて 30 

万人（3.8％）減少している。 

図１ 公的年金被保険者数の推移（年度末現在） 

 
注．厚生年金被保険者には、国民年金第２号被保険者のほか、65 歳以上で老齢又は退職を支給事由 

とする年金給付の受給権を有する被保険者が含まれている。 

公的年金被保険者数を男女別にみると、男子は 3,511 万人となっており、前年度末に比べて 13 万人

（0.4％）減少している。また、女子は 3,218 万人となっており、前年度末に比べて 13 万人（0.4％）

減少している。 

 
注１．国民年金第１号被保険者には、任意加入被保険者を含む。 

 ２．厚生年金被保険者には、国民年金第２号被保険者のほか、65 歳以上で老齢又は退職を支給事由とす 

る年金給付の受給権を有する被保険者が含まれている。 

公的年金被保険者数を男女別にみると、男子は 3,524 万人となっており、前年度末に比べて 3 万人

（0.1％）減少している。また、女子は 3,231 万人となっており、前年度末に比べて 2 万人（0.1％）減

少している。 


